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概要

少子化が進む日本において留学生獲得競争が激化する一方、留学希望者側には大学情報へのア
クセス格差が存在する。本セッションではまず、関西国際大学における留学生獲得・管理の現
状と課題を大学側の視点から報告いただく。 続いて、日本留学を志望する中国人高校生（GES
運営の留学準備校在籍者）および日本の大学国際教育担当者を対象に実施した意識調査をもと
に、①潜在的な留学生候補へのアクセス困難、②応募者情報の分散・管理の非効率、③学生と
大学のミスマッチという3つの構造的課題を報告する。 次に、これらの課題へのアプローチと
して開発した生成AIを活用した双方向マッチングシステムのプロトタイプを紹介する。学生側
は国籍・JLPT・GPA・英語力・希望学部・予算等を入力するとClaude AIが10軸でスコアリング
し上位3校を提示する。大学側は各軸の重み付けを調整し候補学生を絞り込むことができる。
双方向スコアリングと重み付け調整の組み合わせは国内でも新規性があると考える。 今後は
GESが運営する北京・上海の日本留学専門高校2校を実テストフィールドとして、実データを用
いたPoC実施に向けた準備を進めている。GESが中国現地事務所を受託する24の大学ネット
ワークとGES運営2校を基盤として、実務と研究の両面から設計思想・課題・展望について参加
者とともに議論を深めたい。
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